
「敵対的買収とアクティビスト」｜編集部おすすめの１冊

数あるビジネス書や経済小説の中から、M＆A
Onlineがおすすめの1冊をピックアップ。M＆Aに関するものはもちろん、日々の仕事術や経済ニュー
スを読み解く知識として役立つ本を紹介する。

・・・・・

「敵対的買収とアクティビスト」太田 洋 著、岩波書店刊

あの岩波新書から「敵対的買収」の解説書である。教養人向けの「意識高い」書籍を出版してきた岩波
書店だけに、M＆A
Onlineとしては、感激も一入（ひとしお）だ。さすがの岩波新書クオリティーで、敵対的買収について
ほとんど知識がない読者でも気軽に読める。

とはいえ、世に跋扈（ばっこ）する「ニッチな分野だから、専門用語を多用してはぐらかそう」という
衒学的な要素は一切ない。その点も岩波新書クオリティーだ。

敵対的買収やアクティビストといったキーワードの定義を厳密に説明し、敵対的買収やアクティビスト
の行動などの報道をキャッチアップするための知識を得られる良書だ。

敵対的買収のニュースを追うだけでは、買収する企業や防衛する企業、受け入れる企業が、どのような
ロジック（論理）で行動しているのかわかりにくい。そうした企業買収の制度や歴史、政府による規制
や訴訟の判例などを解説し、その全体像を明らかにしている。

実際にTOBに応募するための方法も紹介。「そのうちTOBを仕掛けた企業から株を譲ってくれと連絡が
来るだろう」とのんびり構えていても、待てど暮らせど声はかからず、TOBに応募できないのだ。

さらに、なぜかつての日本では米国よりも敵対的買収やその「舞台」となる株式公開買い付け（TOB）
が起こらなかったのかや、GAFA（グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン）が敵対的買収の
対象にならない理由など、素人の素朴な疑問にも答えており、読み物としても楽しめる。

敵対的買収の歴史では、「日本初の敵対的買収」と言われることもある2000年の村上ファンドによる
中堅不動産会社・昭栄に対する敵対的TOBよりも100年以上前の1888年に相場師の雨宮敬次郎氏によ
る甲武鉄道（現在のJR中央線）の敵対的買収があったと、マスコミの「通説」を覆す事実も明らかにし
ている。

このところの敵対的買収ブームで世間に「にわか専門家」の言説が大量に流布されているが、そうした
「誤情報」の受け売りで恥を書く前に呼んでおきたい1冊だ。（5月19日発売）
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